
流動床式排水処理設備

2303簡バイオネスト（Ver.3.2）

省スペース・低コスト・省力化を
　　　 追求した高性能、
　　　　　高効率排水処理設備

左：新品担体　　 右：汚泥付着担体

流動担体充填中

バイオネスト（曝気槽）

バイオネストとは

バイオネストとは、微生物が付着しやすい多孔性の浮遊担体を曝気槽（活性汚泥層）に組み込んだ、流動床式の高効率排水処
理システムです。



特長

1.高BOD負荷対応が可能
バイオネストは、標準活性汚泥法に比べて河川放流では約2倍(1.5kgBOD/㎥・d)、下水道放流で約4〜5倍(4kgBOD/㎥・d)
のBOD容積負荷を取ることができます。

2.省スペース、省コストの実現
曝気槽容積は標準活性汚泥法に比べて河川放流で約1/2に、下水道放流で約1/5に縮小できるようになりました。

3.既設の改造により負荷の増大にも対応可能
BOD負荷が増大した場合でも、既設曝気槽の一部をバイオネストに変更することで、大規模な設備増強なしに安定した処
理水を得ることができます。

4.放流水質に合った4タイプのシステムを完備
河川放流のように高度の水質を必要とする場合や、下水道放流のように数百mg/LのBOD水質を得る場合など、さまざまな
処理水質に対応できるシステムを組むことができます。

基本フローシート

■放流水BOD20mg/L以下の場合 (河川放流用バイオネスト )

■放流水BOD200～600mg/Lと高い濃度で放流する場合 (下水道放流用バイオネスト )
原排水中のBOD濃度と処理水によって以下の3タイプをご用意しております。

タイプⅠ

流動床槽単一処理で、流入懸濁物および
発生した汚泥を混合して放流する方式。

タイプⅡ

流動床槽の後に沈殿槽を持ち、懸濁物を
除去して処理水質を向上させる方式。

タイプⅢ

流動床槽の後に沈殿槽を持ち凝集剤を添
加して懸濁物を除去して処理水質を向上
させる方式。
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曝気槽容積およびイニシャルコスト比較 適用分野

原排水中のBOD濃度2000mg/L以下、ヘキサン抽出物質
140mg/L以下の生物分解可能な排水であれば適用できま
す。さらに高濃度の排水に対しては、営業担当者にご相談
下さい。

①	食品製造排水(乳製品、水産加工、醸造、製麺、菓子、
缶詰、漬物、豆腐、油、納豆、ハム、など)

②	半導体、電気、精密機械製造分野等の排水で生物処理
可能な排水

事例

■事例1/河川放流用バイオネスト
①排水の種類：食品排水
②設備目的			：新設工場建設に伴い排水処理設備を設置した。
③設備フロー

■事例2/河川放流用バイオネスト
①排水の種類	：製薬排水
②設備目的			：	生産設備強に伴い、増加した排水量分の排水処

理設備を増強した。
③設備フロー

■事例3/下水放流用バイオネスト
①排水の種類：乳業排水
②設備目的			：○	BOD負荷増大に伴う設備増強

○		既設の設備では負荷の増大に対応できなく
なり、増加分の排水を流動床で処理するこ
ととした。

③設備フロー

注)1.	1000kg/dのBOD(排水量1000㎥/d，BOD1000mg/L)を処理し
た場合の比較です。

	 2.従来法を100とした時の割合を示しています。

④排水量(増加分)			：1500㎥/d
⑤放流先		：河川放流
⑥処理結果（単位：mg/L）

BOD COD SS ヘキサン抽出物質

原排水 1100 300 250 80
処理水 1 6 8 2未満
設計基準 20以下 25以下 25以下 10以下

④排水量(増加分)	 ：400㎥/d
⑤放流先	：下水道放流
⑥処理結果（単位：mg/L）

BOD ヘキサン抽出物質 SS
原排水 1630 80 200
処理水 400 25 120
下水道放流基準値 600未満 30以下 600未満

④排水量(増加分)		 ：150㎥/d
⑤放流先		：河川放流
⑥処理結果（単位：mg/L）

BOD COD SS ヘキサン抽出物質

原排水 700 500 65 35
処理水 1未満 15 3 1未満


